
赤磐市東京2020オリンピック国内キャンプ誘致実行委員会
会長（市長）、副会長（議長・教育長）のNZ訪問決定

赤磐市東京2020オリンピック国内キャンプ誘致実行委員会 第１回推進委員会 開催

平成30年10月11日(木) 市役所、第２会議室において、第１回目の推進

委員会を開催いたしました。推進委員会は、委員14名で構成さえれてい

ますが、全員ご出席をいただきました。

実行委員会規約の検討のほか、今後の啓発活動、それに伴う専門部会

議の設置に向けた取組み等について、活発な議論をしていただきました。

赤磐市東京2020オリンピック国内キャンプ誘致実行委員会だより

誘致活動・現地での活動 報告

平成30年10月16日(火) 実行委員会事務局平尾が、ニュージーランドホッケー協会を訪問し、CEOの

Ianさんと面会しました。話の内容は以下のとおりです。

① 市長の親書を手渡しました。新書の内容は、「赤磐市の新しくなったグラウンドをぜひ見にお越し

いただきたい。そして、赤磐市でのキャンプを決定していただきたい。」というものでした。

② 来日、赤磐市訪問の具体的内容として、12月開催の全日本ホッケー選手権のタイミングが良い

ということで依頼をしました。また、まもなく完成する新しい人工芝についての説明や日本の夏の

況についても説明して、来年度（2019年度）のキャンプの必要性を説きました。

回答は、「前向きに検討する。」とのこと、今後はメールで交渉することを確認しました。

その後、メールで何度も情報交換をしました。その概要は次のようなことでした。

① 結論として、12月の全日本ホッケー選手権大会は訪日が困難である。

理由は、「NZは、12月が夏休みであると同時に年度末になる。学校や各種

事務所等も非常に多忙を極める時期で、多くの人が休暇に入るため。」とのことでした。

② 12月が無理なら、1～3月のいずれの日でも良いので、とにかく一度訪問していただけないかとの

要請に対して、検討中との回答がありました。どうしても無理なら、市長以下関係者が出向いて、

お願いをさせていただきたいと申し出ました。

③ 以上のような交渉の中で、1月27日、NZ北部のスタジアムにオランダを迎えて大会をする。一

度市長ほか訪問されませんか、とのオファーがありました。

上記のような経緯を経て、日程調整等を行った結果、1月27日、市長・議長・教育長・事務局の４名が、

実行委員会を代表して、ニュージーランドホッケー協会を訪問することにいたします。

必ず良い結論を得てくるように、こちらでも作戦を十分練って臨みたいと思います。話し合いの結果

は、帰国後、この「たより」もしくは、次回開催予定の実行委員会でご報告いたします。
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熊山運動公園改修記念 全日本ホッケー選手権大会を開催

平成 30 年 12 月 6 日(木)～9 日(日)の期間、赤磐市熊山運動公園多目的広場において、全日本ホッケー選手権大会が開催されました。

日本一を決定する日本最高峰の大会が赤磐市で開催されるということ、また過去にほとんど例がない男女同時開催ということで、市民

にも関心の高い大会でした。日曜日の男子決勝戦は、NHK生中継による全国放映もあり、盛り上がりのある大会となりました。大会期

間中の来場者は、選手役員を含めて、約 3,300人でした。 

決勝戦は、男女とも地元赤磐市と岡山市東区瀬戸町でホッケークラブの活動をしている小学生によるエスコートキッズを行いまし

た。小学生たちは、緊張しながらも、日本のトップレベル選手やアジア大会の金メダリストと手をつなぐ喜びを感じていました。そ

して、多くの日本代表選手からサインをもらって、自分も将来日本代表になるという夢を膨らませていました。 

今大会では、赤磐市磐梨中学校出身５名、岡山市東区瀬戸町瀬戸中学校出身５名が所属する大学チームの選手として出場しました。

この選手たちは、自身が小学生の頃このグラウンドでエスコートキッズをして、この大会への出場に憧れていた選手たちです。自分

が育った地元で大会に出場できた喜びはひとしおとの感想をもらしていました。地元報道関係も、テレビ４社、新聞１社が取材に訪

れ、新聞はほぼ毎日大きな記事になっていました。 

会場では、赤磐市商工観光課と協力して、食事や軽食、特産品の販売ブースを開設しました。準決勝、決勝戦の日は寒かったので、暖か

い食べ物で、全国から観戦に来られた方々におもてなしができました。モモちゃんもイベントに参加、人気者になっていました。    

決勝戦の日には、ご来賓に石井正弘参議院議員様をはじめ、市長、議長、副市長、教育長を迎え、日本ホッケー協会からは中曽根

会長、内藤副会長、中村専務理事をはじめ多くの役員もお越しくださいました。優勝チームとの写真撮影は皆様に好評でした。 

また、ハーフタイムには、全国大会優勝の IPUダンス部によるチアダンスも披露してもらいました。ダンスも大変好評でした。 
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